
公務上死亡災害の発生状況

（平成２８年度認定分）

平成３０年２月

地 方 公 務 員 災 害 補 償 基 金

   

公
務
上
死

災
害

発
生
状
況
（
平
成

年

認
定
分
）

地
方
公
務

災
害
補
償
基
金





 

ま え が き 
 
 
 この報告書は、平成２８年度に認定された常勤地方公務員の公務災害のうち、公務上の  

災害による死亡事案について、その発生状況を調査、集計したものです。 

 平成２８年度に公務上の災害として認定された件数は２５，３５８件で、このうち死亡  

事案に係るものは４５件（人）でした。なお、当該死亡事案に係るものの件数は、この調査

が開始された昭和４８年度から５２年度まで及び昭和５５年度においては、１００件（人）

を超えていましたが、それ以降は減少傾向にあり、東日本大震災による死亡事案を除けば、

近年では３０～４０件（人）前後で推移している状況です。 

 この報告書が、今後の公務災害防止に向けた取り組みにおいて活用され、少しでも公務災

害の減少に結びつくとともに、執務の参考となれば幸いです。 

 なお、調査にあたり御協力いただいた地方公務員災害補償基金各支部等の関係各位に対し、

厚く御礼を申し上げる次第です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
平成３０年２月 
 
 

地方公務員災害補償基金 
理事長  諸 橋 省 明 
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表５ 職員区分別・傷病区分別公務上死亡者数 （人）

傷病区分 
職員区分 

負傷 疾病 その他の死亡 合計 
震災以外 震災起因 震災以外 震災起因 震災以外 震災起因 震災以外 震災起因

義 務 教 育 学 校 職 員 1 - 5 - - - 6 -
義務教育学校職員以外の教育職員 - - 1 - 1 - 2 -
警 察 職 員 1 - 5 1 - - 6 1
消 防 職 員 11 - 6 - - - 17 -
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 事 業 職 員 - - - - 1 - 1 -
運 輸 事 業 職 員 - - 2 - - - 2 -
清 掃 事 業 職 員 - - 2 - - - 2 -
船 員 - - - - - - - -
そ の 他 の 職 員 1 - 7 - - - 8 -
合    計 14 - 28 1 2 - 44 1

※ 「その他の死亡」は、公務上の負傷又は疾病によらない死亡をいう。 

 
負傷による公務上死亡者１４人の職員区分の内訳をみると、「消防職員」の１１人（７８．６％）

が最も多く、次いで「義務教育学校職員」、「警察職員」及び「その他の職員」がそれぞれ１人

（７．１％）であった。 
疾病による公務上死亡者２８人の職員区分の内訳をみると、「その他の職員」の７人

（２５．０％）が最も多く、次いで「消防職員」の６人（２１．４％）、「義務教育学校職員」

及び「警察職員」のそれぞれ５人（１７．９％）などの順であった。 
その他の死亡による公務上死亡者２人の職員区分の内訳をみると、「義務教育学校職員以外の

教育職員」及び「電気・ガス・水道事業職員」がそれぞれ１人であった。 
（第３ 統計表 第３表「職員区分別・団体区分別公務上死亡者数」参照） 
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表８ 事故の型別公務上死亡者数の推移（過去５年間・降順） （人） 

認定年度 
事故の型 

平 成 
24 年度 

平 成 
25 年度

平 成 
26 年度

平 成 
27 年度

平 成 
28 年度 

合 計 構成比 

墜 落 ・ 転 落 4 4 1 6 14 29 15.3%
交 通 事 故 5 5 4 3 2 19 10.1%
有 害 物 等 と の 接 触 2 6 2 2 5 17 9.0%
お ぼ れ 2 2 2 2 1 9 4.8%
はさまれ・巻き込まれ 2 - 1 1 - 4 2.1%
故 意 の 加 害 行 為 1 2 - 1 - 4 2.1%
激 突 2 - 2 - - 4 2.1%
転 倒 1 2 - - - 3 1.6%
飛 来 ・ 落 下 1 - - - - 1 0.5%
崩 壊 ・ 倒 壊 - - 1 - - 1 0.5%
爆 発 1 - - - - 1 0.5%
高温・低温の物との接触 - - - - 1 1 0.5%
そ の 他 14 16 20 25 21 96 50.8%
合 計 35 37 33 40 44 189 100.0%
 

過去５年間の合計を事故の型別にみると、「その他」を除くと「墜落・転落」の２９人（１５．

３％）が最も多く、次いで「交通事故」の１９人（１０．１％）、「有害物等との接触」の１７人

（９．０％）などの順となっている。 
また、前年度と比較すると、「墜落・転落」が８人増、「有害物等との接触」が３人増、「高温・

低温の物との接触」が１人増で、この他は減少であった。 
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過去５年間の合計を起因物別にみると、「起因物なし」の５８人（３０．７％）が最も多く、

次いで「その他の起因物」の４１人（２１．７％）、「物質等」の２５人（１３．２％）、「交通手

段」の２４人（１２．７％）などの順となっている。 
また、前年度と比較すると、「その他の起因物」が７人増、「物質等」が６人増、「仮設物、建

築物、構築物等」が２人増、「人間」が１人増で、この他は減少であった。 
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７ 認定事由別公務上死亡者の状況 
 

東日本大震災に起因する公務上死亡者を除いて認定事由別にみると、負傷については、「訓練

中」が９人で、全体の２０．５％を占め最も多く、次いで「自己の職務遂行中」及び「出退勤途

上（公務上のもの）」のそれぞれ２人（４．５％）などの順となっている。 
また、疾病については、「精神疾患」が１０人で全体の２２．７％を占め最も多く、次いで「職

業病」及び「呼吸器疾患」のそれぞれ５人（１１．４％）などの順となっている。 
（第３ 統計表 第７表「認定事由別・職員区分別公務上死亡者数」参照） 

 

表１０ 認定事由別・職員区分別公務上死亡者数    

認定事由 
合計（人） 

職員区分（内訳） 
合計（人） 

震災以外 震災起因 震災以外 震災起因

負 
 

傷 

自 己 の 職 務 遂 行 中 2 - 
消 防 職 員 1 - 
そ の 他 の 職 員 1 - 

訓 練 中 9 - 消 防 職 員 9 - 
出張中又は赴任途上 1 - 義 務 教 育 学 校 職 員 1 - 
出 退 勤 途 上 
（ 公 務 上 の も の ） 

2 - 
警 察 職 員 1 - 
消 防 職 員 1 - 

疾 
 

病 

職 業 病 5 - 
義 務 教 育 学 校 職 員 1 - 
消 防 職 員 2 - 
そ の 他 の 職 員 2 - 

そ

の

他

公

務

起

因

性

の

明

ら

か

な

疾

病 

脳 疾 患 4 - 

義 務 教 育 学 校 職 員 1 - 
義務教育学校職員以外の教育職員 1 - 
警 察 職 員 1 - 
消 防 職 員 1 - 

心 疾 患 4 - 
義 務 教 育 学 校 職 員 1 - 
警 察 職 員 1 - 
そ の 他 の 職 員 2 - 

精 神 疾 患 10 1 

義 務 教 育 学 校 職 員 2 - 
警 察 職 員 3 1 
消 防 職 員 2 - 
運 輸 事 業 職 員 1 - 
そ の 他 の 職 員 2 - 

呼 吸 器 疾 患 5 - 

消 防 職 員 1 - 
運 輸 事 業 職 員 1 - 
清 掃 事 業 職 員 2 - 
そ の 他 の 職 員 1 - 

そ の 他 の 死 亡 2 - 
義務教育学校職員以外の教育職員 1 - 
電気・ガス・水道事業職員 1 - 
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表１１ 認定事由別公務上死亡者数の推移（過去５年間）                  （人）

認定年度 
認定事由 

平 成

24 年度

平 成

25 年度

平 成

26 年度

平 成

27 年度

平 成 
28 年度 

合計 構成比

負 

傷 

自 己 の 職 務 遂 行 中 7 2 1 2 2 14 7.4%
訓 練 中 - - - - 9 9 4.8%
出張中又は赴任途上 1 2 2 3 1 9 4.8%
出退勤途上（公務上のもの） 2 2 3 1 2 10 5.3%
そ の 他 1 - - - - 1 0.5%

計 11 6 6 6 14 43 22.8%

疾 

病 

公務上の負傷による疾病  - 2 1 3 - 6 3.2%
職 業 病 - 2 - 4 5 11 5.8%

そ
の
他
公
務
起
因
性
の 

明
ら
か
な
疾
病 

脳 疾 患 3 4 2 3 4 16 8.5%
心 疾 患 3 5 4 7 4 23 12.2%
精 神 疾 患 4 1 8 9 10 32 16.9%
呼吸器疾患 4 2 2 2 5 15 7.9%
胸腹部疾患（肝臓疾患除く） - 2 1 - - 3 1.6%
そ の 他 1 4 2 - - 7 3.7%
計 15 22 20 28 28 113 59.8%

そ の 他 の 死 亡 9 9 7 6 2 33 17.5%
合 計 35 37 33 40 44 189 100.0%

 
過去５年間の合計を認定事由別にみると、負傷については、「自己の職務遂行中」の１４人が

全体の７．４％を占め最も多く、次いで「出退勤途上（公務上のもの）」の１０人（５．３％）、

「訓練中」及び「出張中又は赴任途上」のそれぞれ９人（４．８％）などの順となっている。 
疾病については、「精神疾患」の３２人が全体の１６．９％を占め最も多く、次いで「心疾患」

の２３人（１２．２％）、「脳疾患」の１６人（８．５％）、「呼吸器疾患」の１５人（７．９％）

などの順となっている。 
また、前年度と比較すると、負傷については、「訓練中」が９人増、「出退勤途上（公務上のも

の）」が１人増で、この他は同数または減少であった。疾病については、「呼吸器疾患」が３人増、

「職業病」、「脳疾患」及び「精神疾患」がそれぞれ１人増で、この他は減少であった。 
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９ 特殊公務災害に該当した公務上死亡災害の状況 
 

東日本大震災に起因する事案を除く平成２８年度中に認定された公務上死亡災害のうち、地方

公務員災害補償法第４６条に規定する特殊公務災害に該当する事例はなかった。 
 
表１２ 特殊公務災害に該当した公務上死亡者数の推移（過去５年間） （人）

認定年度

職員区分 
平 成 
24 年度 

平 成 
25 年度 

平 成 
26 年度 

平 成 
27 年度 

平 成 
28 年度 

合計 

警 察 職 員 - - 2 1 - 3
消 防 職 員 - - 1 - - 1
合 計 - - 3 1 - 4

 
過去５年間では、「警察職員」及び「消防職員」において特殊公務災害に該当した事例があり、

その公務上死亡者数は１～２人で推移している。いずれも生命、身体に対する高度の危険が予想

される状況の下において起こった死亡災害である。 
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第２ 公務上死亡災害発生事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 

凡  例 

 

 

 

１ 本資料の掲載事例は、平成２８年度に認定された公務上の負傷等による死亡災害の具体的な

発生状況について記述したものであり、今後の公務災害防止に向けた取り組みにおいて活用さ

れることを目的としている。 

  なお、事例の内容については、地方公務員災害補償基金支部から提供された資料を基に、  

重複事例等を除き適宜加筆・修正している。 

 

 

２ 事例は「交通事故による死亡事例」及び「その他の死亡事例」に分類し、さらに後者は    

「過重労働による被災」、「石綿曝露による被災」及び「その他の被災」に分類している。 

 

 

３ 事例番号とそれに続く見出しの次に以下の項目を掲げている。 

(1) 被災職員の所属地方公共団体の区分 

    地方公共団体は、「都道府県」、「市町村等」及び「一部事務組合等」の区分により表示し

ている。なお、市区町村立学校の県費負担教職員は、都道府県の職員として扱っている。 

(2) 職員の区分 

    職員区分の説明等については３５ページ参照。 

(3) 死亡年齢 

(4) 災害発生年月 

(5) 傷病名 

   複数の傷病名がある場合においては、原則として傷病名の全部を記載することとし、  

死亡の有力な原因として傷病名の一部を特定できるときは、その一部の傷病名としている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



   

第２ 公務上死亡災害発生事例 

 

１ 交通事故による死亡事例 

【事例１】当直勤務終了後、帰宅途上において対向車と衝突する 

 

２ その他の死亡事例 

（１）過重労働による被災 

【事例２】自室で倒れ、救急搬送される 

【事例３】卒業式のリハーサルに参加していた際に倒れ、救急搬送される 

【事例４】宿舎の床で倒れているところを発見され、救急搬送される 

【事例５】職員室の自席から倒れ、救急搬送される 

【事例６】自宅で早朝に入浴中、急性心筋梗塞を発症する 

【事例７】当直勤務中に胸痛を訴え、救急搬送される 

【事例８】山林遭難者捜索を終えた下山途中で倒れ、救急搬送される 

【事例９】自宅寝室で呼吸が止まった状態のところを発見され、救急搬送される 

（２）石綿曝露による被災 

【事例１０】消防車両の整備作業に従事したことによる石綿曝露 

【事例１１】焼却設備の運転及び焼却灰の処分業務等に従事したことによる石綿曝露 

【事例１２】清掃工場焼却施設内の機械運転業務等に従事したことによる石綿曝露 

【事例１３】市営住宅の補修工事に従事したことによる石綿曝露 

【事例１４】自動車整備業務等に従事したことによる石綿曝露 

【事例１５】石綿を含む建物等で消火活動等に従事したことによる石綿曝露 

（３）その他の被災 

【事例１６】救急車から後ろ向きに転倒した後、脳梗塞により死亡する 

【事例１７】駅ホーム階段から転落し、救急搬送される 

【事例１８】学校屋上から転落する 

【事例１９】採水作業中、浄化槽に転落し死亡する 
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 交 故 よる死  

 
【 】 、 い  

   団 体 区 分：市町村等    職員の区分：消防職員 
    死 亡 年 齢：３０歳代    災害発生年月：平成２８年７月 
    傷  病  名：重症頭部外傷、右腎損傷、鼻出血、右肺挫傷、 

右大腿骨頚部・骨幹部骨折、多発挫創 
  
当直勤務終了後の帰宅途上において、反対車線を走行してきた普通乗用車がセンターラ

インをオーバーし、被災職員が運転する自家用車の前部と対向車の前部が衝突した。 
１１９番通報で出動した消防隊員による救出後、医師が同乗した救急車で病院に搬送さ

れたが、重症頭部外傷、出血性ショックにより死亡した。 
 

 

 の の死  
 

） 災 

【 】自 、 さ る 

    団 体 区 分：都道府県    職員の区分：義務教育学校職員 
    死 亡 年 齢：４０歳代    災害発生年月：平成２４年１１月 
    傷  病  名：右被殻出血 

  
中学校教諭である被災職員は、午前６時頃に自宅の自室で倒れ、病院に救急搬送された

が３日後に死亡した。本人には高血圧が確認されたが、通常と比較して特に過重な職務に

従事したことにより、自然的経過を超えて著しく増悪したと判断されたもの。 
安全・衛生 策  
教職員の勤務負担軽減を検討した結果、部活動指導業務の基準を明確にし、県立学校及

び市町村に周知した。 
 
【 】卒 式の ハ ル い に さ る 

    団 体 区 分：都道府県    職員の区分：義務教育学校職員 
    死 亡 年 齢：４０歳代    災害発生年月：平成２５年３月 
    傷  病  名：心室細動 

 要  
被災職員は、定期健康診断において心房細動にて要治療の診断を受けたため、平成２１

年度から心臓の治療を行っていたが、業務多忙から体調不良を訴えるようになった。被災

当日、頭痛を訴えつつ卒業式のリハーサルに参加していたところ突然倒れ、救急搬送され

た当日に死亡した。 
 
 

   

- 18 -



   

  安全 生 策  
    任命権者が所管する全ての学校（小・中・高・特別支援学校）に対し、健康上の配慮を

要する職員・ハンディキャップを有する職員に対しては、十分個々の状況に配慮し、服務

管理を徹底して過重な負荷を与えることのないよう留意されたい旨を通知し、注意喚起し

た。 
 
【 】 舎の ている ろ さ 、 送さ る 

    団 体 区 分：都道府県    職員の区分：警察職員 
    死 亡 年 齢：４０歳代    災害発生年月：平成２６年３月 
    傷  病  名：脳動脈瘤破裂くも膜下出血 

  
単身赴任中の被災職員の宿舎を妻が訪れたところ、被災職員は床に仰向けの姿勢で倒れ

ており、話しかけても会話が出来ず、時折叫び声をあげていた。その後、救急搬送された

が、脳動脈瘤破裂くも膜下出血により死亡した。被災職員は、発症前に過重で長時間に及

ぶ時間外勤務を行っていたものである。 
安全 対策  
１ 署員に対する研修会等で本件の発生原因を説明し、血圧等の管理の重要性について

意識を高めるよう周知徹底する。また、医師の指示があった場合は治療の徹底を指

導する。 
２ 過重労働のチェックリストについて、従事時間及び血圧等体調に関する事項の正し

い記載を徹底する。 
３ チェックリストの内容から必要と認められた場合は、本人または課長に業務管理･

体調管理をさせる。 
４ 他の所属に派遣される場合は、本人又は当該所属の幹部から勤務状況・体調を把握

し、必要な措置を講じる。 
 
【 例 】 の か さ る 

    団 体 区 分：都道府県    職員の区分：義務教育学校職員以外の教育職員 
    死 亡 年 齢：４０歳代    災害発生年月：平成２６年４月 
    傷  病  名：くも膜下出血 

  
被災職員は、人事異動に伴う業務引継のため、連日遅くまで時間外勤務及び休日勤務に

従事する傍ら、教頭として勤務状況に問題のある職員への対応を行い、精神的に疲労して

いた。新任校に着任した当日、職員室の自席にて執務中のところ、他の職員から声を掛け

られたため立ち上がろうとした際、椅子から転げ落ちるように床へ倒れ込み、救急搬送さ

れたが、１０日後に死亡した。 
安全 対策  
本件事案のみによるものではないが、平成２９年度から以下の取り組みを実施している。 
１ 県立学校に産業医を配置し、健康診断結果の事後措置を行うこと 
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２ 年間計画を精査するとともに勤務時間の割振り変更、所属における定時退庁の励行

等により超過勤務の縮減に努めること 
３ 教員一人当たりの年次休暇取得目標を１５日と設定し、教員が計画的に年次休暇を

取得できるよう校内でサポート体制作りに努めること 
 

【 例 】 で 入浴 、 心 する 

    団 体 区 分：都道府県    職員の区分：その他の職員 
    死 亡 年 齢：５０歳代    災害発生年月：平成２７年４月 
    傷  病  名：心疾患の疑い（急性心筋梗塞を発症し、致死性不整脈により死亡） 

  
被災職員は、本件疾病発症前８週間において１週間当たり約２８時間の時間外勤務を行

っていた。それ以前においても、過重な勤務状況が数か月継続しており、自宅で早朝に入

浴中、急性心筋梗塞を発症し、致死性不整脈により死亡した。 
安全 対策  
時間外勤務を実施する前には、その必要性を上司へ報告する様式を作成しており、やむ

を得ない場合にのみ上司が命じることとなったため、時間外勤務の削減が図られている。 
 
【 ７】 え、 さ る 

    団 体 区 分：都道府県    職員の区分：警察職員 
    死 亡 年 齢：５０歳代    災害発生年月：平成２７年５月 
    傷  病  名：急性心筋梗塞 

  
    被災職員は、当直勤務中に胸痛を訴え救急搬送されたが、病院到着後間もなくして心肺

停止状態となり、急性心筋梗塞により死亡した。被災職員は、発症前に過重で長時間に及

ぶ時間外勤務を行っていたものである。 
  安全 生 策  
    死亡事例があった旨を研修会等で紹介し、同様事例を含めた公務災害発生の未然防止に

努める等、啓発強化を行っている。 
    
【 】 林 者 え 、救 さ る 

    団 体 区 分：一部事務組合等  職員の区分：消防職員 
    死 亡 年 齢：４０歳代    災害発生年月：平成２７年６月 
    傷  病  名：脳内出血 

  
被災職員は、山林遭難者捜索のため、夜間に山で捜索活動を行っていたが、開始から約

４時間半後の下山中に突然倒れた。同行者が胸骨圧迫及び人工呼吸を実施したものの回復

せず、救急搬送されたが死亡した。 
本件は、暗闇かつ整備されていない山道という状況下で、不慣れな山林捜索に隊長とし

て従事したものであり、異常な出来事・突発的事態に遭遇したものである。 
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安全・衛生 策  
定期的に公務災害防止に関する注意喚起を行っている。また、各署でそれぞれ公務災害

防止の取り組みを進めている。 
 

【 】自 吸が た状 の ろ さ 、 送さ る 

    団 体 区 分：都道府県    職員の区分：その他の職員 
    死 亡 年 齢：３０歳代    災害発生年月：平成２７年１２月 
    傷  病  名：致死性不整脈 

  
被災職員は、長時間の時間外勤務が数か月にわたり継続する中、自宅寝室にて呼吸が止

まった状態で発見され、救急搬送されたが致死性不整脈により死亡した。 
安全 対策  
退庁時刻の確認による勤務時間の管理に努めるとともに、時間外勤務の削減と職員の健

康管理について各所属へ周知した。 
 

） 災 

【 】消 従 に る  

    団 体 区 分：市町村等    職員の区分：消防職員 
    死 亡 年 齢：６０歳代    災害発生年月：平成２２年４月 
    傷  病  名：悪性胸膜中皮腫 

  
被災職員は、消防車両の排気管に断熱材として使用されていた石綿を取り替える作業を

していた。平成２２年４月頃、被災職員が息苦しさを覚え医療機関を受診したところ、悪

性胸膜中皮腫と診断された。 
 

【 例 】 の 及び 灰の 分 に た る  

    団 体 区 分：市町村等    職員の区分：清掃事業職員 
    死 亡 年 齢：７０歳代    災害発生年月：平成２４年８月 
    傷  病  名：悪性胸膜中皮腫 

  
被災職員は、機械操作手として昭和５４年１０月から焼却設備の運転、点検、整備及び

焼却灰の処分業務等に携わっており、石綿のパッキンが使用されていた炉体の各マンホー

ル等に日常的に触れていたことが原因で、退職後、平成２４年に悪性胸膜中皮腫と診断さ

れた。 
 

【 例 】 内の 従 た  

    団 体 区 分：市町村等    職員の区分：清掃事業職員 
    死 亡 年 齢：７０歳代    災害発生年月：平成２４年９月 
    傷  病  名：左胸膜中皮腫 
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 要  
被災職員は、機械操作手として昭和４２年から清掃工場で勤務し、焼却施設の運転・点

検等に携わっていた。当時は日常的に石綿をボイラーパッキンなどで利用していた。 
平成２４年に左胸水貯留を指摘され、病院にて検査したところ、左胸膜中皮腫と診断さ

れた。 
 

【 】 従 に る  

    団 体 区 分：市町村等    職員の区分：その他の職員 
    死 亡 年 齢：８０歳代    災害発生年月：平成２５年２月 
    傷  病  名：悪性胸膜中皮腫 

  
被災職員は、昭和４７年当時、主に市営住宅の補修工事を担当していた際、マスクを着

用することなく作業を行っていた。その後、呼吸困難のため受診したところ悪性胸膜中皮

腫と診断された。 
安全・衛生 策  
健康診断を実施している。 

 
【 例 ４】 務 に た  

    団 体 区 分：市町村等    職員の区分：運輸事業職員 
    死 亡 年 齢：７０歳代    災害発生年月：平成２６年１１月 
    傷  病  名：悪性胸膜中皮腫 

  
被災職員は、１８年間自動車整備士として勤務し、石綿を含む部品の交換作業や研磨作

業を行い日常的に粉じんを吸引したことにより、悪性中皮腫を発症した。 
 

【 例 】 物 火 従 した  

    団 体 区 分：市町村等    職員の区分：消防職員 
    死 亡 年 齢：６０歳代    災害発生年月：平成２７年８月 
    傷  病  名：悪性心膜中皮腫 

  
被災職員は消防士として勤務し、１４年６か月の間、火災現場に出動する職務に従事し、

消火活動や救助活動中に飛散している石綿に曝露したことが原因で、退職後、悪性心膜中

皮腫を発症した。 
安全 対策  
今後、災害現場におけるリスク評価の結果を踏まえ、「アスベスト対策指針」を改正予定

である。 
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３）その の 災 

【 例 】 か ろ た り  

    団 体 区 分：市町村等    職員の区分：消防職員 
    死 亡 年 齢：５０歳代    災害発生年月：平成２７年３月 
    傷  病  名：後頭部打撲、外傷性頚部症候群、両側椎骨動脈解離、脳梗塞 

  
被災職員は、救急車への資機材積替え作業中に、バックドアハッチから後ろ向きに転倒

し、背中及び後頭部を打撲した。翌日、自宅で夕食中にめまい及び耳鳴りを発症し、立ち

上がることが出来なくなったため救急搬送された。入院加療となったが容態が急変し、脳

梗塞により死亡した。 
安全・衛生 策  
局内の会議において事故発生状況を説明し、庁内メールにて消防職員に対し安全対策及

び再発防止を徹底するよう指示した。また所属の定期勉強会にて、安全対策及び再発防止

について再度確認を行った。 
 

【 ７】 ホ ム か 、 さ  

    団 体 区 分：都道府県    職員の区分：警察職員 
    死 亡 年 齢：５０歳代    災害発生年月：平成２７年９月 
    傷  病  名：脳挫傷兼頭蓋内出血 

  
被災職員は、週休日に自宅にいたところ、上司からの電話連絡を受け、通常の通勤経路

により出勤した。電車から降車し、駅ホームの階段を数段下りた際に転倒し、右側頭部を

階段に強打し救急搬送されたが、３日後に死亡した。 
 

【 】 か  

    団 体 区 分：市町村等    職員の区分：義務教育学校職員以外の教育職員 
    死 亡 年 齢：４０歳代    災害発生年月：平成２８年８月 
    傷  病  名：脳挫滅 

  
被災職員は、学校の屋上に設置されているエアコン室外機の点検作業のため屋上に上が

り、作業を終え移動する際、バランスを崩して建物の間にある隙間から転落し、地面に全

身を強く打ち付けて脳挫滅により死亡した。 
安全・衛生 策  
所属において職員に対し、高所作業時や高所での移動時には細心の注意を払うよう指示

した。 
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【 】採水 浄 する 

    団 体 区 分：市町村等    職員の区分：電気・ガス・水道事業職員 
    死 亡 年 齢：５０歳代    災害発生年月：平成２８年９月 
    傷  病  名：窒息（溺水の吸引による） 

  
被災職員は、夜勤後、毎朝実施している水質検査を行うため、１人で浄化槽に近づき採

水作業を行っていた際、誤って水深４メートルの浄化槽に転落し死亡した。 
安全 対策  
事故現場については、労働基準監督署の許可を得た上、ポールと安全帯を設置した。 
また、所内の全設備を総点検し、随時改修を行っている。 
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第 ３ 表 職員区分別・団体区分別公務上死亡者数 ---------------------- ２８ 

第 ４ 表 年齢段階別・職員区分別公務上死亡者数 ---------------------- ２８ 

第 ５ 表 事故の型別・職員区分別公務上死亡者数 ---------------------- ２９ 

第 ６ 表 起因物別・職員区分別公務上死亡者数 ------------------------ ３０ 

第 ７ 表 認定事由別・職員区分別公務上死亡者数 ---------------------- ３１ 

第 ８ 表 交通事故による公務上死亡者数 ------------------------------ ３２ 

第 ９ 表 職員区分別・勤務態様別交通事故による公務上死亡者数 -------- ３３ 

第 10 表 傷病部位別・職員区分別公務上死亡者数 ---------------------- ３３ 

第 11 表 傷病発生場所別・傷病区分別公務上死亡者数 ------------------ ３３ 

第 12 表 職員区分別・勤務態様別公務上死亡者数 ---------------------- ３４ 

第 13 表 事故の型別・起因物別公務上死亡者数 ------------------------ ３４ 
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（人）

 支部
北 海 道 - - - - - (0)
青 森 県 - 1 - - 1 (0)
岩 手 県 1 (1) - - - 1 (1)
宮 城 県 1 - - 1 2 (0)
秋 田 県 - - - - - (0)
山 形 県 - - - 1 1 (0)
福 島 県 - - - - - (0)
茨 城 県 - - - - - (0)
栃 木 県 1 - - - 1 (0)
群 馬 県 - - - - - (0)
埼 玉 県 - - - - - (0)
千 葉 県 - - - - - (0)
東 京 都 2 (1) - - - 2 (1)
神 奈 川 県 3 - - - 3 (0)
新 潟 県 - - - - - (0)
富 山 県 - - - - - (0)
石 川 県 - - - - - (0)
福 井 県 1 - - - 1 (0)
山 梨 県 - - - - - (0)
長 野 県 9 - - - 9 (0)
岐 阜 県 1 - - - 1 (0)
静 岡 県 1 - - - 1 (0)
愛 知 県 - - - - - (0)
三 重 県 - - - - - (0)
滋 賀 県 - - - - - (0)
京 都 府 - - - - - (0)
大 阪 府 1 1 - 1 3 (0)
兵 庫 県 1 1 - - 2 (0)
奈 良 県 - - - - - (0)
和 歌 山 県 1 - - - 1 (0)
鳥 取 県 - - - - - (0)
島 根 県 - - - - - (0)
岡 山 県 - - - - - (0)
広 島 県 - - - - - (0)
山 口 県 1 1 - - 2 (0)
徳 島 県 - - - - - (0)
香 川 県 - - - - - (0)
愛 媛 県 - - - - - (0)
高 知 県 1 - - - 1 (0)
福 岡 県 - - - - - (0)
佐 賀 県 1 - - - 1 (0)
長 崎 県 - - - - - (0)
熊 本 県 - 1 - - 1 (0)
大 分 県 1 - - - 1 (0)
宮 崎 県 - - - - - (0)
鹿 児 島 県 - - - - - (0)
沖 縄 県 - - - - - (0)

札 幌 市 - 1 - - 1 (0)
仙 台 市 - - - - - (0)
さ い た ま 市 - - - - - (0)
千 葉 市 - - - - - (0)
横 浜 市 - - - - - (0)
川 崎 市 - 1 - - 1 (0)
相 模 原 市 - - - - - (0)
新 潟 市 - 1 - - 1 (0)
静 岡 市 - 1 - - 1 (0)
浜 松 市 - - - - - (0)
名 古 屋 市 - 1 - - 1 (0)
京 都 市 - - - - - (0)
大 阪 市 - 1 - - 1 (0)
堺 市 - - - - - (0)
神 戸 市 - 4 - - 4 (0)
岡 山 市 - - - - - (0)
広 島 市 - - - - - (0)
北 九 州 市 - - - - - (0)
福 岡 市 - - - - - (0)
熊 本 市 - - - - - (0)
総 計 27 (2) 15 (0) - (0) 3 (0) 45 (2)

第２表 支部別・団体区分別公務上死亡者数

（注１） 市に特別区を含む。
（注２） （ ）内の数字は女性で、内数である。

 都道府県  市 町村 一部事務組合等 合計
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構 成 比 (%)

合 計

そ の 他 の 職 員

船 員

清 掃 事 業 職 員

運 輸 事 業 職 員

団体区分
 職員区分

--6

60.0%
27

4
-
-
-

22.2%
10

1
-
2
2

合 計

-
9
7
1

6

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 事 業 職 員

消 防 職 員

警 察 職 員

義務教育学校職員以外の教育職員

義 務 教 育 学 校 職 員

-
4

2
7

一 部 事 務
組 合 等

町 村市・特別区指 定 都 市都 道 府 県

--
1
- -

- - -
- -

3
-
-
-
1
1

- - 2
- - 2

- 3 17
- - 1

第３表 職員区分別・団体区分別公務上死亡者数

（人）

第４表 年齢段階別・職員区分別公務上死亡者数

（人）

19歳以下 - - - -

5 - 3 45
11.1% 0.0% 6.7% 100.0%

- - -
- - 8

- - -
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60歳以上

合 計

3 - 1 2 - -
- - -

- - 1 7
- - 4 - 1 - - 2 8
2 3 6 - - - - 1 14
- 3 2 1 - - - 3 9
- - 3 - 1 2 - 1 7

その他
の職員

合計

8 45

義務教
育学校
職員

義務教
育学校
職員以
外の教
育職員

警察
職員

消防
職員

電気・
ガス・
水道事
業職員

運輸事
業職員

清掃事
業職員

船員

7 17 1 2 2 -

1
2
-
-
6 2
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（人）

職員区分

事故の型

義務教
育学校
職員

義務教
育学校
職員以
外の教
育職員

警察
職員

消防
職員

電気・
ガス・
水道事
業職員

運輸事
業職員

清掃事
業職員

船員
その他
の職員

合計 構成比

墜 落 ・ 転 落 1 1 1 10 - - - - 1 14 31.1%

転 倒 - - - - - - - - - - 0.0%

激 突 - - - - - - - - - - 0.0%

飛 来 ・ 落 下 - - - - - - - - - - 0.0%

崩 壊 ・ 倒 壊 - - - - - - - - - - 0.0%

激 突 さ れ - - - - - - - - - - 0.0%

はさまれ・巻き込まれ - - - - - - - - - - 0.0%

切 れ ・ こ す れ - - - - - - - - - - 0.0%

踏 み 抜 き - - - - - - - - - - 0.0%

お ぼ れ - - - - 1 - - - - 1 2.2%

高温・低温の物との接触 - - - - - 1 - - - 1 2.2%

有 害 物 等 と の 接 触 - - - 2 - 1 2 - - 5 11.1%

感 電 - - - - - - - - - - 0.0%

爆 発 - - - - - - - - - - 0.0%

破 裂 - - - - - - - - - - 0.0%

火 災 - - - - - - - - - - 0.0%

交 通 事 故 1 - - 1 - - - - - 2 4.4%

動作の反動・無理な動作 - - - - - - - - - - 0.0%

故 意 の 加 害 行 為 - - - - - - - - - - 0.0%

汚 染 血 液 に よ る 事 故 - - - - - - - - - - 0.0%

そ の 他 4 1 6 4 - - - - 7 22 48.9%

合 計 6 2 7 17 1 2 2 - 8 45 100.0%

第５表 事故の型別・職員区分別公務上死亡者数

  - 29 -



（人）

建 設 用 等 機 械          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
動 力 ク レ ー ン 等          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
その他の動力機械          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
小 計          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
乗 用 車          -          -          -          1          -          -          -          -          -          1 2.2%
バ ス          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
鉄 道 車 両          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
バ イ ク          1          -          -          -          -          -          -          -          -          1 2.2%
自 転 車          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
ト ラ ッ ク 等          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
その他の交通手段          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
小 計          1          -          -          1          -          -          -          -          -          2 4.4%

         -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
装 置 、 設 備          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
人 力 機 械 工 具 等          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
小 計          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%

         -          -          1          1          -          -          -          -          1          3 6.7%
危険物・有害物等          -          -          -          -          -          1          -          -          -          1 2.2%
材 料          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%

荷          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
石 綿          -          -          -          3          -          1          2          -          1          7 15.6%
小 計          -          -          -          3          -          2          2          -          1          8 17.8%
地 山 ・ 岩 石          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
立 木 等          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%

水          -          -          -          -          1          -          -          -          -          1 2.2%
異 常 環 境 等          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
高温・低温環境等          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
動 物          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
風 雪          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
そ の 他          -          -          -          -          -          -          -          -          -          - 0.0%
小 計          -          -          -          -          1          -          -          -          -          1 2.2%

         -          -          -          1          -          -          -          -          -          1 2.2%
         3          -          4          9          -          -          -          -          1        17 37.8%
         2          2          2          2          -          -          -          -          5        13 28.9%
         6          2          7        17          1          2          2          -          8        45 100.0%

動力機械

交通手段

職員区分
 

起因物

義務教
育学校
職員以
外の教
育職員

警察
職員

第６表 起因物別・職員区分別公務上死亡者数

運輸事
業職員

清掃事
業職員

その他
の職員

合計 構成比
義務教
育学校
職員

消防
職員

電気･
ガス・
水道事
業職員

船員

合 計

注 射 針 等

仮設物、建築物、構築物等

装 置 等

物 質 等

環 境 等

人 間

起 因 物 な し

そ の 他 の 起 因 物
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（人）

義務教
育学校
職員

義務教
育学校
職員以
外の教
育職員

警察
職員

消防
職員

電気･
ガス・
水道事
業職員

運輸事
業職員

清掃事
業職員

船員
その他
の職員

合計 構成比

-        -        -        1        -        -        -        -        1        2        4.4%

-        -        -        9        -        -        -        -        -        9        20.0%

-        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

1        -        -        -        -        -        -        -        -        1        2.2%

-        -        1        1        -        -        -        -        -        2        4.4%

-        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

-        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

-        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

-        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

1        -        1        11      -        -        -        -        1        14      31.1%

-        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

1        -        -        2        -        -        -        -        2        5        11.1%

脳 疾 患 1        1        1        1        -        -        -        -        -        4        8.9%

心 疾 患 1        -        1        -        -        -        -        -        2        4        8.9%

精 神 疾 患 2        -        4        2        -        1        -        -        2        11      24.4%

呼 吸 器 疾 患 -        -        -        1        -        1        2        -        1        5        11.1%

肝 臓 疾 患 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%
胸腹部臓器疾患
（ 肝 臓 疾 患 除 く ）

-        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

食 中 毒 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

腰 痛 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

頸 肩 腕 症 候 群 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

皮 膚 病 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

眼 疾 患 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

耳 疾 患 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

鼻 疾 患 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

そ の 他 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0.0%

5        1        6        6        -        2        2        -        7        29      64.4%

-        1        -        -        1        -        -        -        -        2        4.4%

6        2        7        17      1        2        2        -        8        45      100.0%

公務上の負傷による疾病

職 業 病

訓 練 中

担 当 外 の 職 務 遂 行 中

出 張 中 又 は 赴 任 途 上

職員区分

認定事由

第７表 認定事由別・職員区分別公務上死亡者数

※「その他の死亡」は、公務上の負傷又は疾病によらない死亡をいう。

自 己 の 職 務 遂 行 中

計

そ の 他 の 死 亡

負傷

出 退 勤 途 上
（ 公 務 上 の も の ）

レクリエーション参加中

設 備 の 不 安 全 又 は
管 理 上 の 不 注 意

 合 計

職 務 遂 行 に 伴 う 怨 恨

そ の 他

計

その他公務
起因性の明
らかな疾病

疾病
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発生年度

昭和 ５２ 3,012,304 33              (31.7%) 1.10
５３ 3,065,674 29              (32.6%) 0.95
５４ 3,118,275 27              (32.9%) 0.87
５５ 3,167,744 34              (32.1%) 1.07
５６ 3,205,718 33              (45.8%) 1.03
５７ 3,224,815 35              (44.3%) 1.09
５８ 3,231,650 41              (50.0%) 1.27
５９ 3,230,740 46              (52.3%) 1.42
６０ 3,222,019 23              (32.9%) 0.71
６１ 3,217,016 24              (39.3%) 0.75
６２ 3,216,930 23              (43.4%) 0.71

認定年度

６３ 3,215,470 28              (40.0%) 0.87
平成 元年 3,218,752 21              (30.0%) 0.65

２ 3,228,318 28              (35.9%) 0.87
３ 3,241,911 18              (29.5%) 0.56
４ 3,254,291 28              (40.0%) 0.86
５ 3,270,841 26              (53.1%) 0.79
６ 3,282,492 19              (27.1%) 0.58
７ 3,278,332 29              (38.7%) 0.88
８ 3,274,481 18              (31.0%) 0.55
９ 3,267,118 24              (36.9%) 0.73

１０ 3,249,494 20              (32.8%) 0.62
１１ 3,232,153 10              (21.7%) 0.31
１２ 3,204,292 10              (23.3%) 0.31
１３ 3,171,532 14              (32.6%) 0.44
１４ 3,144,323 11              (24.4%) 0.35
１５ 3,117,004 10              (20.0%) 0.32
１６ 3,083,597 9                (18.0%) 0.29
１７ 3,042,122 9                (17.0%) 0.30
１８ 3,001,475 13              (24.5%) 0.43
１９ 2,954,712 12              (26.1%) 0.41
２０ 2,902,843 10              (21.7%) 0.34
２１ 2,858,654 4                (10.5%) 0.14
２２ 2,818,455 3                (9.4%) 0.11
２３ 2,792,448 8                (2.5%) 0.29
２４ 2,774,250 5                (9.8%) 0.18
２５ 2,757,942 5                (13.2%) 0.18
２６ 2,745,644 4                (11.4%) 0.15
２７ 2,740,082 3 (7.3%) 0.11
２８ 2,739,041 2 (4.4%) 0.07

(注1)  昭和62年度までは発生年度による死亡者数、昭和63年度からは認定年度による死亡者数である。

(注2)  交通事故による公務上死亡者数は、地方公務員災害補償基金「地方公務員の公務上死亡災害の発生状況」各年版による。

(注3)  一般常勤職員数は、総務省（旧自治省）「地方公務員給与の実態」各年度版による（平成26年度までは教育長も含む）。

(注4)  平成23年度以降の交通事故による公務上死亡者数は東日本大震災起因のものを含む。

(注5)  「交通事故による公務上死亡者数」欄の（ ）書は、全公務上死亡者数に占める交通事故による死亡者数の構成比率である。

(注6)  公務災害死亡率（10万人当たり・人）は、小数点以下第３位を四捨五入して算出した。

第８表 交通事故による公務上死亡者数

公務災害死亡率
（10万人当たり・人）

（Ｂ）／（Ａ）×100,000
一般常勤職員数（人）
（４月１日現在）（Ａ）

交通事故による
公務上死亡者数

（人・構成比）（B）
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清 掃 事 業 職 員

船 員

そ の 他 の 職 員

合 計

- -

- -

- -

義 務 教 育 学 校 職 員

義務教育学校職員以外の教育職員

警 察 職 員

消 防 職 員

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 事 業 職 員

運 輸 事 業 職 員

- -

- -

- -

1 - - - 1
- - - - - - -

- - - - -
- - 1 - 1

- -
- - - - - - -

- - - - -

第９表 職員区分別・勤務態様別交通事故による公務上死亡者数

（人）

第１０表 傷病部位別・職員区分別公務上死亡者数

（人）

- - - - -
- - - - - - -

- - -

頭 部

電気・
ガス・

水道事
業職員

運輸事
業職員

清掃事
業職員

船員

2

勤務態様
 職員区分

職務
遂行中

訓練
研修中

出張中
宿・日直
勤務中

通勤途上 その他 合計

- - 1 - 1 -

その他
の職員

合計 構成比

1

部 位 不 明

合 計

義務教
育学校
職員

義務教
育学校
職員以
外の教
育職員

警察
職員

消防
職員

  職員区分

傷病部位

頸 部

胴 体

上 肢

下 肢

複 合 部 位

疾 病

-
-
1 - - -

- - - 10

6

- - - - -

- - - -
- - - - -

2 7 17 1

2 2 - 3
- - 1 1 -
5 1 2 5 -

2 2 - 8

- - 1 - -

- - - 3

- - - 2
- - -

- - -

1

- - - -

4 - - - -

0.0%
0.0%

28.9%
44.4%20

13

1
- 1

11.1%
100.0%

- - 5 11.1%
2.2%
2.2%

- -
-

45
5

（人）

第１１表 傷病発生場所別・傷病区分別公務上死亡者数

本 庁

出 先 機 関 ・ 施 設 等

道路（交差点を含む）

自 宅

0.0%
22.2%

- -

その他
の死亡

合 計 構成比負 傷 疾 病

そ の 他

合 計

- - - -
1 8 1 10
2
-

11
14

12 1 24 53.3%
29 2 45 100.0%

2 4.4%
9 - 9 20.0%
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-
-
-
-
-
2
7

-
-
-
-
-
5
-
-
-

第１２表 職員区分別・勤務態様別公務上死亡者数
(人）

6
2
7

17
1
2

-

勤務態様

職員区分

義 務 教 育 学 校 職 員

2

通勤
途上

正規の
勤務時間
勤務中

-

-

2 - -
-

-
1
1
-

合 計

そ の 他 の 職 員

船 員

清 掃 事 業 職 員

運 輸 事 業 職 員

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 事 業 職 員

消 防 職 員

警 察 職 員

義務教育学校職員以外の教育職員

45

合計

-
8

-
3
4
-
1
-
-
5

17

ト

ラ

ッ

ク

等

そ

の

他

の

交

通

手

段

装

置

、

設

備

注

射

針

等

第１３表 事故の型別・起因物別公務上死亡者数
(人）

装置等
起因物

 事故の型

建

設

用

等

機

械

動

力

ク

レ

ー

ン

等

そ

の

他

の

動

力

機

械

乗

用

車

バ

ス

人

間

そ

の

他

の

起

因

物

起

因

物

な

し

合

計

動力機械 交 通 手 段 環 境 等

水

異

常

環

境

等

高

温

・

低

温

環

境

等

動

物

風

雪

そ

の

他

人

力

機

械

工

具

等

危

険

物

・

有

害

物

等

材

料

荷

地

山

・

岩

石

立

木

等

仮
設
物

、
建

築

物

、
構

築

物

等

物 質 等

石

綿

鉄

道

車

両

バ

イ

ク

自

転

車

合 計

- -
-
-
-
-

感 電

爆 発

破 裂

火 災

交 通 事 故

動作の反動・無理な動作

は さ ま れ ・ 巻 き 込 ま れ

切 れ ・ こ す れ

踏 み 抜 き

お ぼ れ

高温・低温の物との接触

有 害 物 質 等 と の 接 触

墜 落 ・ 転 落

転 倒

激 突

飛 来 ・ 落 下

崩 壊 ・ 倒 壊

- - - - - -
- - - -

- - - -

-
-
-
-

-
-
-

故 意 の 加 害 行 為

汚 染 血 液 に よ る 事 故

そ の 他

激 突 さ れ

- - - 9- - - - - -

-
-
-

-
-
-
-
-
-
-

2 143- - -- - -- --

-
-
-
-
-
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